
林試研報 Bull For. & For. Prod. Res. Inst. No. 306, 1979 

農林業用木炭の利用開発

野外における木撰施用土じよう中の CO2 変化について

林院源治(1) .杉浦銀治(2)

Genji UNRININ and Ginji SUGIURA : Studies on Utilization of 

Charcoal for Agriculture and Forestry 

Behavior of carbon dioxid巴 in the soil treated with charcoal 

要 旨:林地および工場からの残廃材利用を目的としてそれらの残廃材からつくられた木炭は，一

般に炭質が不均一で，しかも灰分が多く日 7??の用途lと用いるには適当ではない。しかしながら木炭を

賎林業用として土じように施用する場介は，大最低:凡jが坦め，また，土じようの物理的，化学的性質

の変化および微生物iと対する環境調整が考えられる。しかし，とれらの木氏が土じようにあたえる影

響を切らかにするととは'i'i易ではない。そとでとの研究では，三十二炭』主的と治木!t育との関係を現象的

にとらえる目的で，まず子はじめに二日空の呉なる的地l ， ia林地に木J史を施泊した場合の土じよう '1'の

C02 嵩:の変化と tô水生長の関係を調べfこ。 CO2 の測定にあたっては ， *ti皮よりも野外で簡便に使用

でき，よ七絞指標を得る ζ とを考え，検知管真空法を使用した。

過去 6 年間にわたり， 5 j県 lζ試験地を設け，それぞれ林業!日j白木の義的と泰成 IC木炭を土じよう中

に病状，混fTあるいは，白木の周問 IL施丹jする試験を行なった。 その結果，野外での C02 測定 IC対

し検知u管真雫法のうIC:Jt]'flf:が認められた。 木炭)i主用区は対照区l亡上ヒベ CO2 の発Itーが多く， これを災稲

川にみれば，苔ift主~臭の lì'j臭流炭，活性炭，ゴム樹木炭が多く，ついでp 樹皮炭，鋸!i~炭の煩であっ

た。また木炭抱用IX!立一般に樹高，恨元後の生長が大きく，樹勢もよい。 filHillJ末における結果でも生

陸本数が多く，また優良l古が多かったのしたがって9 土じよう '1' の木炭l立青山時の i白木ノ1:.長 IC適した

環境を作る効果をもつものと考えられ，とくに丞粘土じようのように構造が慌で， Wl木生長l乙対する

玉県学IYJ性誌が不良な土じように施用して効!払があるように忠、われた。

I はしカすき

1~23 

本研究は，木材生産の過程で問題となる林地残材，間伐材，さらには工湯廃材などを炭化して利用する

ことにより，未利用木材資源の釘効利用をはかろうとしたものである。林地残けを炭化するには，最も筒

使で移動できる炭がまを， また， 工場廃材に対しては林試式角形ブロックがま， 5F-炉などを用い製炭し

た。 これらの木炭と，苦手産悪臭消具防除6) (たとえば鴻ふん乾燥時の忠良を，炭と木酢i夜の消具槽lこ通気

する消臭法〕に使用した木炭をI空i飢1などの土じように施川した場介，地温の 1..升，7}:分の保持， pH の調

繋，0.:.長F日吉物質の吸着，議分の流亡防止など，物f'l!的，化学的変化と，了1: じよう動物，微生物環境の調

整の l司能性が考えられる。

わが国の林地は農地と違い，土じよう構造や構成が異なり耕作などによる人為的な均 A性も少ない。特

に車粘土質の児学性の悪いl.じようにあっては，積械的 lこ改良を行なうことが望ましい。古くから木炭を

j:じようの改良化用いた例として，焼畑農業，モミガラ煉炭などの利用がある。また3 林地では炭がま跡

地のスギがg:長のよいことも経験的には知られている。とのような効果については木炭の内部表面積が大

きく吸着性が大きいこと， また， Ca , K , Al , Mg , F日など無機成分や微量成分を 2~896程度合有し

1979年 3 月 28 日受醇

(1) (2) 林産化学部
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Photo. 北)I[式検知黙による CO2

の測定
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ていることが影響するものと推定されるものの， J: じようの

悦質や首木の生育に関与する因子は複雑で，ほとんど解明さ

れていないと考えてよい。

そこで， とれを知る一つの方法として CO2 量を測定す

ることによ勺て恨の呼吸，土じよう rjlの有機物の量， 上じよ

う動物や微生物活動などを含む総合的な情報が得られるもの

と考え，筆者ら;土木炭を施用したとじよう中の雫気組成を質

量分析計で測ってみた。その結束， 木炭施用区の CO2 濃度

は，明らかに対照|之より高いことが認められた。そこで野外

においても界易に CO2 を測定できる手段として，今回はじ

めて， 検知1管真空J去をとりあげて検討した。 この青t~は軽

量，小刀Jl' ，構造が簡単，操作も容易で，測定所要時間は短

く， 経費も r聖かで， 野外での測定に好適で=あることを知っ

た 7) 0 (写真参照)

Gas detector tube method in 

この方法で昭和 48 年 3 月より 6 年間 CO2 の測定をおζ な

ってきたが， その粘土果， 無機質土じようでは CO2 濃度が低

measuring carbon dioxide. く，一方有機質の多い前畑では明らかに CO2 が多いととが

わか「たc そこで，木炭が持つ多くの特性を活用する乙とを考え，各和のフト;炭を [.じようと混合， !言状，

あるいは周到に施用する場合の， +.じよう巾の CO2 量の変化を測定し， あわせて植栽柿木の'[二長を観察

することにした。

したがってとの報告は，それらの測定Mi果を明らかにするととが宮未手I[用資源の量的使芹jの可能性に結

びっくものと考え予備資料を提供しようとしたものである。

ζ の研究と調査にあたり，ごJl)] i';をうけた休業試験場 古符 |測林産化学部長， JC教育大学教授岸本

定吉博士，元林産化学部第 3 科長存111 )喜博 L (現北海道大学教綬)，同岩下陸時士(現第 1 科長)，

当研究室 遠藤正男1x'GL 林業試験場赤沼試験地 IIIF名木関gj主将， [司 宿:!，'{，j 甲子次技官，千葉営体~-愛

宕山間畑椎出:f11犬主任ヲ千葉県南郡林業事務所川名 進7己保安林課長，同 地形仁一現保安林課長，

岡崎営林署二川緑化首畑幅卜間企主任， "1]津)11営林署 加藤錠市元署長，同 石)I!î百彦元造林係長2 神

奈川県楕模湖町若槻j 榎本給司氏s 小川太治.0:;，分好および試験木炭の提供をど協力いただいた口三十三回全素

分析センター原閃光所長，矢 1f1孝氏，大平洋会属株式会社大相 泰博士，伴義雄氏9 日本 JE

S コーノレ株式会社 加藤正義研究部良らの多くの方々に厚くおネしを申 1 げる。

E 試験地と実験項呂

ζの実験をおとなった各県の試験地 (Fig. 1) と実験項目ば次のとおりである。

1.埼玉県

1…L 試験地

林業試験場赤沼試験地ネ

* 比企郡鳩山村赤沼 112
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関京ローム fìJ地で海I友 80 m , >>~礎は第 3 紀「告

の上部こ洪防[日といわれる;KJ点iíg成物関がおお勺

ており， *rl, 1-_分が多く，孔|涼本が小さい i妥併な地

質じよう:1 -C' , この地域の森林 j じょうは BB ，

Bc 型からなっている。平J~J気ìt，l14. g'C歩年:m降

雨量約 1 ， 400mm のアカマツ.[，1;地41;?である u

日目'1'1150 年 3 )j 設j[:

雪量{

1-2. 式験羽目

1) スギ，ケヤj--育的における木炭層状)(tJj用試

験

日百羽 148 l，f 3 凡 k支}，t:

2) スニドj白 1\1ーにおける木炭iR{~> および屑1え施

州試験

2. 千葉県

2-1. ，:式験地

1) 干必???林法愛宕山市町II 寸133住所*
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Fig. 1 試験地位置図

Testing and measuring 五eld.

叉宕 I [J I'['け:IHiま H1Hi135{ド lこ IJfJ設した平坦な l剤取で， t.'[1t~土砂壌土からな勺ている c ヒノキを主とする他

7 ツ，スギの育lj'f /U?l'.'がおとなわれている。 plI 4.5へ 5.5p 行語版 36m，平 El~;Z ìWrt 15ÇC，年同降雨量 1 ， 400

mm である。

2) 千葉県南部林業事業所料

)-tìll;J\束条海岸 Jこはクロマツの尚岸砂防林があ '~J }なぎさよりがJ 50 m の砂町と試験itll与を設けた。 '1ノ均気

温 16'C，年 liiJ降雨量 1 ， 600 mm である。

2-2. 試験頃は

1) ヒノキ部怖は、lとさèi!J る十よ炭層状施用試験

昭和149 年 3 よj 設;ι

2) クロマツ海岸砂|治体における木炭の刈状[，';j 凶 IßJi nl試験

昭和 49 年 3) J 設定

3. 愛知県

3 1. ii式験 J也

同情営林!湾二 JI If官J:11I事業所料*

明日.ì 24 1:f開設のm畑で，土↑rJは洪積層 lと属し， 砂質埴 1.で透水性， 通気性など理学的性質が極めてj感

心 l村水の透水性不良で， .E正 ~Jjは早抜 Jとなりやすい九友 40 rrし pH 4. 5'~5. 5，年間平均気温 15'C，年

間降雨量 2 ， 000mm であるつ

3 2司試験;頂同

* 11津市交'5{，' 274 

判鴨)I[ i!j 広場 820

料水 差是橋市大.6-~1J大火 1 ~ 2 
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クスノキ 9 カイヅカイブキ，キョウチクトウなど緑化府間木育首における木炭層状施用試験

昭和 49 年 4 月設定

4. 岐阜県

4-}' 試験地

中津川営林署岩村首畑事業所ネ

明治 24 年開設の首畑で，巾新世岩村層といわれる花嵐岩風{出会じょうからなっている。

との地域の森林 :1 会じょうは BA ， BB Il;rl の乾性別でと性は:líi:1二である。海抜 630m ， 平均気温 1 1. 70 C, 

最高気温 34.80C，最低温度 14.50C，平均降雨量は 2 ， 000 mm である。

4-2. 試験項目

ヒノキョクロマツ p カイヅカイブキ， ドウダン育問における木炭混合「昌之)~施用試験

昭和 48 年 5 月設定

5. 神奈川県

5-1.試験地

神奈川県津久井林務事務所管内，民有地林

海抜 200m の森林地帯の東高傾斜地で，第 3 紀ノJ\仏層の褐色森林土じようで，平均気温 18.70C，年間

降雨量 1 ， 836 m である。

スギ楠栽前はクヌギョナラ林であった。

5-2島試験項目

スギ造林植栽時における畜産惑呉消笑済木炭の混合施用試験

m 供試木炭と施用法

供試木炭は，安価で大量にえられる林地， 工場廃材を炭化したものでその特性は Tabl巴 1 にしめした

とおりである。これら木炭は灰分多く p 形状が不揃いで品質が劣るため通常の百的には利用しにくく，二土

じようの環境調整に使うととにした。一部は畜経悪臭の治&J.:6l rc利用したのち施泊した。また，東南アジ

アで日本向けに生産されている木炭の粉炭，低質活性炭もあわせ供試した。その性状も T乱ble 1 Iとあわ

せ示した。

施用にあたっては9 層状，混合，周間施用の 3 種績の方法を適用した。各試験地どとの施用法を Fig.

2~7 Iと示した。層状施用の湯合は1.0 (縦)X l. O(横) XO. 4 (深さ) mの穴を掘り，下lこ厚さ 5 ~30cm 

の木炭層をつくり，そのしに掘り出した I~.を埋め戻して苗þ\ミとした。従介施用では3 前記と同様に穴を締

り土を埋め民した I二層 15~30cm Iこ木炭 5 ~20 kgjm2 を平均 lこよく混合して前床とした。周囲施用は，

fr立裁苗木の周聞を列状 30m I乙 5 ~.30cm 憾で深さ 50cm の j存を掘り木炭 300kg を施用した。

* 忠那:Il~岩村町富問字大洞1538

材津久井郡相模湖町若柳 539
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Table 1 実験用木炭の性状

Characteristics of the charcoals for experim己批

[ 工業分析(お) 活性炭分析
i 在地"''' ". Proximate analysis Charact阜ristics of activated carbon 

1 製法 1___. ~ "~"'"'^"-'~ ~'^~"O~:'______ 

I +:r ÿ~ I¥. I mr:';-:t-!...~__:_.J__ê.メチレンブ カラメノレ|

l pmizbII i ~ss  l凶品ん坑JJ己Lω巴elい川t宝弘弘μν示ト!口品丘引日円呪主訟叫巴 E品王1m凶立m
I _l_'$I1..V.l0LU.LC I "_"",--;::'_U_ matter carbコor且l l E R 、~アQ.11 で i 、|
[lHClLLCl. Ldl. UUH Iblue (cc!g): (cc!g) 1 (%) 

l インドネシヤ| レンガがま ') ":!r� : ':( ') ?i� r:;,1! nn n__~ ~ i~ 1~1"__ 0-. 5.5D ヌ.30 I 32.20 , 60.00 : 凶凶a Brick 刷 ;-). ,')':J /. JU ! j ),. ~U bU. UU 

4LUJEJEtwd! 新 潟: ァ同気斌活必. .. 呂 98 051 1 ヌ 72l 7325l 30 l 335l 
charωI N国ATA Steam aétiva同 kiln 0, ~O uo I/0 , L.J I 0, U I 

ト品広ぷ;ζ辺7芯J?叫4ぷ山AぷぷιUよふぶUJ1イrf「r、シ久hυン久h山川-エυtυj叶レ
ll 一 J___________

樹皮炭 |静 岡| 内熱炭化炉 10 , 07 36 11 ， 18 日 391 0, 382 Hemlock bark charcoal i smzじOKA I Inner heati時 kiln j.,j.V/ , .0U J_.L.J.U {""::.07 I 

注山出却: (…O吋d) 町叩…、刀O
鋸屑炭 (No材1は4ね>

EJ2LN出 1 波 中! 水蒸気賦日 15.00 4, 00 10 ∞ 1 !l.00 1 
GIFむ I Steam activatinlZ kiln .V. vv  ', vv .V. vv  I 

f竺竺竺日空竺coal 1..J1...l' U …十一一一 一…，!=:'，. A .1.iJ..l 一一 … … 一一|

晶弘也記皆川林試製 i 流動賦活炉 10.00 L 24 8, 761 8C.00 I 
(soft wood) 伽rcωF， F. P , R. L I Fluid activating kiln w.  U'C 1 , Cl i U, 'u I 

ザツ木炭 (L 材) 三一 軒.f:r-， =tfrl.-l .,.., h ..h~+ 
Low gmd8Gmrd |事 F， R ぞ R巳C2円ロ yrrK11 E C7 2.72 15 パパ 74 , 21 
wood) ch訂coall ・ ， Y，1<. I. I K巳ctangUJar 010CK Kllll . I 

粉じん炭(廃材)愛 知 i 廃材ボイラ 5.00 ! 64.40 I 17.5 コ|
Dust charcoal AICHI Waste boiler u. vv  Iτb ム包 vV I 

モミガラ炭 |秋 田| 流動炉 3, 00 I 41 , 50 j 21. 50 I 
Husk charcoal AKITA Fluid kiln u , vv  I ~'， uv  , vv  I 

一一一

Cl 

(96 、/ノノ

0.194 

0.037 

0.136 

0 , 2CJ 。， 054ワ 0'

34.00 i 

ハ
〉

ーっ
。

ー

f,n 
Charcoals applied 

ゴム出炭
Rubber tree charcoal 

山

Ik 
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Layered charcoal applying method in SUGI and 
KEY AKI nursery practice. 
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Atagoya町a nursery 0千 Chiba local forestry otfice 
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Fig_ 5 緑化用苗木育古木炭施用図

Experimental seedling 五日ld for replanting and charcoal 
applying method. 
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IV 土じよう中の空気組成と C02 測定法

1. 空気組成測定法

まず土じよう中の空気組成を質量分析計で剖べfこ。 上じよう中の空気，ガ、スを調交するにあたってのサ

ンプリングは次のようにしておこなった〈 肉{丞 O ， 2mm のガラス E細管をまFrれないようにアルミ製径 8

mm の外とうで覆い，先端をとがらせたものを採取f吉とし， これを地表下 30cm の泌さにつきさし， あ

らかじめ減圧にした 100ml のパイレックス製の採取ビンと点空コム管で後続した。ついで、しずかにコッ

クを聞き 1 分後にコックをとじ，地中のガスを採取した J このガスについて日立裂の RMU-6E 出質

震:分肝器で組伐を測定した。その結果， Table 2 fこ示すよう
C02 

~ (可。)1
〉、コ l

』←叫 02卜

8hi| 
主出冊i
V+- 山，

百告~~ 0.11 

E 町小

ぞ忌奪 1 

3 ひ
ぷ l 一一一一一一一一L_o 5 10 

KOH (gC02 Log ) 
ア jレカリ匹豆時又;五

Alkal , a民orptic円 mel ト己ゴ

Fig, 8 アルカリ吸収Jよと検知

:f~;真空法の比較

(河原輝彦原図〉
Re!ationship bet明reen alkali 

absorption method and gぉ

deLector tube method in 

measuring carbon dioxide 

lと 1 ，じぷう中の j~~気組成J立大気のそれと異なり， CO2 が多

く，とくに木炭施j可 lぎはとの傾向が強いことを知った。 ま

た，海岸の砂地においても木炭施川区の方が CO2 量が多い

引実が l忍められた。 このような事実から， ホ:炭カ、スの CO2

分析に 13 l:(1佐川し手湖れており，また，羽生白試験にも適用し

やすい検知管真12:訟による試験を i昭和 48 年 3 月より開始し

た。

2. CO2 検知管真空法

北川式 CO2 i会矢口管九担(出[!J 広範凶 O. 1~2. 6%) , B 型

(0. 05'~ 1. 0%) を用い，地下 30cm の地中ガスを次の方法

で採取し，供試した。すなわち，係 6mm の鉄俸を試験区

の中心部， あるいは/以Jじより 30cm i維れたところに挿入し

Table 2 土じぷう 1[1 の空気組成

Air composition inωil (労〉

調 FZt 地否町長鵠間官庁itEi:F葉高石山川 I 品目克2ih
|ム I A T AGOY AMA nursery I 

樹限 i ス ギ !とノキ!クロ"7 ':; 
Species SUGI HINOKl KUROMATSU 

LrJl 対照区|疋出店d!tr1 対照 rx:出店d 対照ば i 却民
Control I ~~L~l~ct_L~~ i l.Jd.l.l¥. Contr口 1 "l-ll Vd. Le;, Control ppliedVUHL ,lVI I charcoal i charcoal VVl1UU1! charcoal LtVLLL.LUl I charcoal 

ロ
~，S I N2 ! 78.10 

気色 I O2 

産品 I Ar 

78.00 

20.80 20.90 

0, 88 
>-< 

成司 。. 19 

78.10 78. !o /8.20 78.20 78. !o 

21 ∞ 20.80 20.80 2,), 70 20.40 

0.88 。.93 0.90 0, 91 0, 94 0.94 

o 22 0.53 ーマ
ヘu• ハ

U 0 , 10 I 0 , 17 0 , 26 

イ百考 Remarks: 試料採取:地表下 30cm の空気 SampIing of air under 30 cm depth 

採取年月日 Sampling date : 49. J 1, 14 (千葉県下) 49.11.26 (埼全県下)

地中温度。血友下 30 cm) Soil temp. under 30 cm : 7-80C 

分析 Measurement.

質量分析計 Mass spectrometer. 
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て引吹き，生じた火Jζはらに φ4mm のシリコンコムの制1!iEぎを 30cm ま Tt前人し J也ヒ郎をかるくおさ

え ---)Jlrl，μfJllJをカッターで折|泳した検知行与を検知訟に桜fV し s 分間放日後試料ガス 100 ml を吸引し

た。そこで検知作のお包が古車;から i炎桃色へかわる変色1KSそ読みとり，さらにyJill度補正表をつかって CO2

濃度を求めたらなお，河 I~(2) は，険制m'il とアルカリ i以JIえjよユ )-δ) とのlt校完験を i Jない。 Fig.8 1，ζ しめ

すように Ir !rj ?í O) CO2 ~止のはに山 ti~関係があることを認めている》

V 高木の生長調査

hl'{抜本の生長制定は，あらかじめ hLUJ<: 11むこ jJ ち込んだ竹杭を基準iとして， r!f~Î r'， '!j と，flbc，従について測定し

7こ。

結よ各試験地ごとにまとめたし

VH. 埼玉県

VI 試験結果

スギ，ケヤキ育苗における木炭層状施用試験(体業式験場オ、U1試験地J)

南方広木炭(こfム出，パームカ ネ jレシ 5_ Jレ) J: へムロック制度炭を試験日ぷ料とした。スギは秩父 3 可

をは樹とする i司ークロ p ンω挿ノK ， n~/I~j 来 J 40 C lJlの 2 年:'t 1\'\ を工芸び， 1!>{ w!i 3 本， ケヤトは当試験地育

wの約 1m のものを 11又幽 3 本とした。なお情状は日吉川 48 i:jó:l 月 20 けである。スギ\ケヤキ脊:告におけ

Tabl巴:~. スギ，ケヤヰ泌他白白木炭!凶状施用試験，経 \1:. CO2 治生昆

Carbon clioxide generation in SUGI ancl KEYAKI s巳巴cl-bむd

treated 、vith lay巴red-applying charcoals 

林業試験場亦~'tJ試験IむかむJi_県) F. F. P. R. 1. AKANUMA Experim日nt sitc 

単位 U紅it : (あ)

パームりと区
Parm charcoal 

1: 1:1考 Remarks: 天候測定午後 2 ~ 3 n:J', Weather measuring at 2~3 P. M. 

H: J t!l表 F 30cm の tiliiliil Soil temp. under 30 cm depth 
注)スギは秩父 3 ークローン 2 イ|生侍木

0.14 0.11 

0.2/ 0.90 
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Fig.9 スギ，ケヤキ育苗木炭層状施用による経年生長量

Growth of SUGI and KEY AKI seedling in the seed田bed

treated with charcoals Oayered applying). 



農林業!日木氏の手Ij )1]開発(五P林 I;~己. ~三浦) 13 • 

る木炭回状!ftQ用試験の CO2 の筏年淵査結;，t~~よ， Table 3 iこ /J\ ずようにいずれの場合も対照区に比べ木炭

施川区の)]'が多かった。特に 6 Jlの測定依において CO2 予言が多かったことは商品li ， 多湿による微生物

の環境変化によるものとちえられる。 以、 iこの紡県にますしスギの出向と根元経からみた生長託手グラフ lとす

ると Fig. 9 iと示すようにゴム制活'J/j 炭，ゴム+討伐施用灰のItJ反がよかった9) 11J。 根系の生長10)11)につ

いても活性炭阪は尽く， 40cm のj耐と根系がみられた。

スギ青苗における木炭混合ヲ層状施用試験

スギはj名 13 弓をほ樹とする同一クローンのj1吉本 2"jリi 二!!f-î ~をそろえョ 1 m2 込町り 5/十三を昭和 50 "F 3 月

14 日続付しょー:。この試験区は広葉樹料、持が市内{UHとあり，前畑の造成地Jf-: および位置からも+~縁組'1Iζ有機

Table 4. スギ)台市本: J)~ 混合肢がと 試験の CO2 ~言

Carbon dioxid巴 in SUGI nursery tr巴at巴d by the charco且!日

林業試験場;I]ÇH!試験JÚl (的玉県) AKANUMA Experiment site 

ìti{立 Unit: (%) 

2 且
<

5
J 

測;と )j
Date 

天

区

vUYY'--L \,.I. 0 t.. \.ロリiL

wood) charco乱1

ゴム樹 j北区
Rubber tree回

charcoal 

市立m見済樹皮炭!ヌ
Bark charcoal 
used for 
deodorization 

n 

B 

C 

A 

B 1 

C 

A 

B 

C 

ハ， c 

0.45 0.53 O. 16 

0.27 0.26 

0.44 0.24 0.18 

0.33 0.25 0.25 

O. 11 0 , 16 0.18 

0.36 0.34 0.25 

0.57 0.46 

0.19 0.21 0.13 

0.18 0.19 0.15 

0.21 O. .31 0.17 

0.26 0.4? 

0.28 

備考 Remarks: 日地1[130cm の地1M 80il temp. under 30 cm depth 

Organic matter content 

A (f機fI少ない Low， B やや多い Medcum， C 多い High.

!t)スギ凶}七五三13 弓|巧ークローンの 2 作生挿木市 川-50cm

区

0.15 

0.34 0 , 11 

0.57 0.57 

。温 18 0.15 

0.40 0.38 0.23 

0.66 0.40 0.20 

0.60 0.65 

0.62 0.58 0.32 

0 , 13 0.13 。園 15

0.17 。切 19 O. 15 

0.24 O. 17 0.18 

0.39 0.19 0.15 

0.24 0.20 O. 13 

0.32 0.13 O. 11 

0.25 0.23 0.20 

0.24 0.45 0.30 
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Fig. 10 スギ青苗木炭混合施用に

よる!l長長 (52.12圃 6 調査〉

Growth of SUGI seedling in 
tbe seed七ed tr巴ated with 
charcoals (mix巴d appling). 

質が多かった。 したがってとの甫畑は， TabJ日 4 からもわかるように試験開始時ですでにやや高い CO2

発生量が認められた。

炭待i別の CO2 発生量は，ゴム樹活性炭区が多かった。また ， r昆-0施用と路状施用の CO2 発生量を比較

すると，混合区の方が少ない傾向を示した (Table 4) 。

一&方スギ生長室については，昭和 52 年調査では混介施用阪では Fig. 10 に示すように畜産忠良消臭済

樹皮炭阪の生長がもっともよく p 以下ゴム樹活性炭，ゴム樹炭区，樹皮炭区の 11阪であった。方!高J伏施用

医ではゴム樹活性炭区が最も良くよ1:反した。との施用区でも古íj記のように有機質の多い1前畑での対照反は

生長もよかった。

VI-2. 千葉県

ヒノキ播種床木炭層状施用試験〈一丁葉営林署愛宕山間畑)

種子は笠間営林署産を使用した。農業用活性炭， 樹皮炭など1O-~20 cm J\翼状に施用したものと:!-.じ

よう中のガスを掠くために， Fig.4 , 5 r亡しめすようピビニーJレ樋と管を応用して木炭層に埋め込んだ、も

のをつくり比較した。

との尖殺結果は， Table 5 からわかるように樹皮炭iX，活性炭区が 8096 以上と最も長い優良苗の得苗

ネをえた8)。また，生PË本数では，鋸屑炭区が最も多かった。 CO2 発生霊は p 音芹:悪臭消臭済制皮炭区で

3 年間をとおしもっとも多く 3 次いで活性炭区であった。



農林業m~(tだの平Ij同開花 (fJ: 林院・杉浦〕 - 15 ー

T昌blε5. ヒノキ情 f'f 1本木炭施用 nよ i投(斗i気穴なし)

Charc口al-applied te ョ t in HINOKI secd-b巴d (without a叝 hole) 

二F- !止 Lt(~ Jf)州、!万変右 111 r1'i任日 1ヘ業所

H仔利 49 1,14)] 1 日 f訓示 (Seedíng) 20 g!l m2 

0.40 

0.19 0.32 

O. 32 1 O. 17! o. 50 

n) 出場符fFH :徐(j 1'<[ , i荷台 lOlnl，滋水 41司 IJ 1.主 5 月 ~ll月

法胞 (m2 当り):{荘円安ブI リ 31g ， )~"ふん 300 g , ME 安 105 g，ょうりん臼Og白

E
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1
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ト
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u

 

0 ,16' 

Fig , 11 ヒノキ防総1*本j災民状施

Jflによる CO2•量
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seed戸bed tr己ated by th巴

charcoals (Iayered applying). 

local tOr2stry cfke 
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Table 6. 月別の CO2 発生量

C日τbo口 dioxide gencration in 記very month 

l 正i]l[市営林去二川市畑事業所 (~の

Iftl] íL 今月 u
Date 

51. 5.27 

対照
Control 

主主寺

Cloudy 

2.10 
(20.4) 

;天
Weathe了

炭 f'~

Cb乱τcoals

appl�d 

J. 30 
(20.0) 

0.07 
(20.0) 

1rf/i考 Remarks: ( )内地~l!\-， t地表下 30 cm Soil temp. under 30 cm depth. 
rl'íコ仁和H'll Seedling : 
クスノキ KUSUNOKI，キョウチクトウ KYOCHIKUTO. カイヅカイブキ KAIZUKAIBUKL

Tablc 7. I'fî本育庁1/ド:炭問状 bl!i.月J 試験，空気穴/白 1mの CO2 ヲE止 i忌

Carbon dioxide gcncration in planting trees secd-bed tr巳atcd

with laycr巴d-applying じharcoals (with or without aiI' 1101e) 

!?íl r' iれヨトヰ望二川''fj業所 単位 Unit : (郊〉

気ì'fu↓(1')
Air temp. 

j 白百Il'l (H) 
Soil temp. (%) 

T H 
30 26 

50. �. 1. 20 
;川ぜt ~q:: 凡口

Dat巴

Wcather Fin巳 e
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i
n
ζ
は
什1E
1
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tム

Illj 
Fine 

天似

区 1 50 

0.90 

1 昏 90

片斗
必N二

Charcoals ì[; セL 炭灰:
Activat巴d charcoal 1, 21 

applied 
L 51 

0.5ア

1‘ 00 0.75 

0.50 0.48 

1蒋考 Remarks) 日:地表下 30cm 也皮 Soil temp. under 30 cm depth. 
!一段 Upper 目安気穴なし No air hole，下段 Lower: 安気穴あり Air hole. 
可1木樹種 Seedling : 
クスノキ KUSUNOKI，キョウチクトウ KYOCHIKUTO，カイヅカイブキ KAIZUKAIBUKI.

ザッ_;j，炭区
Low grade charcoal 
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Table 8. ヒノキ，クロマツヲカイヅカイブキ? ト司ウタン育 r'fî試験

木炭混合層状iJ制j における CO2 先生量

Carbo日 dioxide generation in various seed-bed treated with charcoal 

~ 19 -

中津川常，l%-~ëii-~沼市、I前畑事業所 単位じnit: (%) 

VÎ'I 考 Remarks) 日・地表ト 30cm 温度 Soil tεmp. under 30 cm depth. 

�u 

天

ンド炭施トIJ $: Charcoal application :沼冷|式 (Mixed) 121/m2 

i足状iズ (Layered) m2 :"í り Jf-}さ 15 cm thick/m2• 

Table 9. 忠良lf~~i}寺本炭ilr~~、協外] 1自における CO2 のヲßil二日t (スギ、:Ì~:ÞKJtlO

Carbon dioxide generation in SUGl plantation field treated with mixed悶applying

charco乱Is which has been us巴d for deodorization of poultry farm 

神奈川県託子久井市相模湖町岩相J (民有地〉 単位 Unit; (%) 

51. 12. 17 

Il青
Fine 

H 
7.5 

対!照 1><
Control 

。自 05

上
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0.12 

相l 製活性炭区
Low grade 

炭科t lacti~at巴d charcoal 
0.12 0.18 0.21 

Ch乱rcoals I 樹皮炭区
I Bark charcoal 

applied 
モミガラ炭区 | 
Husk charcoal 

|鋸屑炭(5]7.炉)ば 一
Sawdust O. 12 

icharcoal (flat 
,0.55 

的考 Remarks) H : j血友下 30cm 日j立 Soil temp. under 30 c開 depth.

0.14 0.13 

0.15 

0.13 

上 Upper CU) :尾根町dge ， 111 Middle (M) :中腹 Ha!fway hill , ド Lower (L) ・麓 Foothill.
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~ 1 49.12.6 
E三ゴ 2 50.12 , 19 
Eヨ 3 51.12.7 
舷窓翠 452.12.9

(m) 

1.00 Fig. 16 スギ造林植法11昔における混合

施月]試験の生長;~

Growth of tree in SUGI planta 
tion field trea t巴d with mixed 
applying charcoal. 

5Cj i性炭区
Control Actival ed 日ark Husk 5.a.wdust 

chaγcoal charcoa! charcoal cnarcoa! 

神奈川県椙模 iMffiT若柳(民高地j 鴎柏崎卑 5用植栽 168本
Wakayanagi 5agamlko…choo Ot f<\anaヨ晶~a pref 

(private 四rlh)

上記の空気穴を設けた木炭路用IXは 2 換気されるためか Fig. 11 からも明らかなように CO2 発生量は

やや少ない結呆をえた。

クロマツ海岸砂防における木炭列状周囲施用試験〈千葉県鴨川市広場通称東条海岸〉

海岸主l、訪用クロマツは同県八丹市場 r!Til主の 2 年0，:'7ツ前と?サキを含めた 43 4:を mいて生長実験に供

した。 CO2 発生長は砂地でも ， Fig. 12 (ζ示すようによ炭胞用区が多い結果をえた。…般にとの地区での

海岸砂防では植裁枯損率は 30% 近いといわれているが， 子|て炭施泊区 l土，はるかに少ない結泉をえた。 ζ 

のことについては今後さらピ検討を加えたい。

VI~3胴愛知県

緑化用苗木育成における木炭層状施用試験(岡崎営林磐二川古畑事業所〕

緑化用古木の試験には， クスノキ，キョウチクトウ，カイヅカイプキの 3 制種を 1 m2 当り 3 .4:ずつ計
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9~本とし，は施IIJ と空気穴設院を組合せて昭和 49 �'. 4 jJ I こ地(，j をおこなったっ 51 年 1 月末から 5 Jl米

までの CO2 発生量の ) J 月 ij変化を，地hhl とともに Table 6 !;ごしめした。これによると，地?L~止の上ケ'1' にとも

なって CO2 先生量が増加し， とくに 5 汀 l;j;'j より先生士誌が著しく多くなっている。 しかし亦 L:lli粘二上質で

土引が不良のところでは，刈別変化の阪が狭心わずかに 400~~~700 ppm であった。

ムカ活性ーがい J悦)xUWi土 CO2 )色生fiが多くそれぞれ 2.75おおよび 2.60タぷであった 17m!)I]， 虫丸火

の有力!(で CO2 の先立泣は ， Table 7 I亡しめすように対日\i区に比べiò 1ぺ Jぷ，対皮jえ院が多く， また， ~9べ

ての助合Jノ日丸穴を設けた }jがそれが-IUQいものより JU支が低く 111，J 者の|山に大きなたがあることがわかった。

これに対しクスノヰ，カイヅカイフヰ ω径年止民正容を訓べた結集， Fig. 13 , 14 IC/戸すようにいずれも対

na[ヌ lと上七べ止 iえのよいキJ;栄そ云 tこ。

VI 4. 岐阜県

ヒノキ，クロマツ，カイヅカイブキ， ドウ夕、ン育苗における木炭混合，居状施用試験(中t1t JII 営体

岩木、j 伺 titl)

1 m" 当りヒノヰ 10 本，クロマツ 5 本，カイヅカイフヰ 3 )ド，ド.)夕、ンツツジ 3 本ω;J(lj 台いで昭和 48

作 4 刀位攻し，その後， f沼九 150 年 10 )J ヒノキ1:. 6 本， クロマツ去 3;十三子支し「!ij伐した"これら了1'îンド育的の

場合の /{':JJ.よ混fh Jd状抱月]試験の CO2 発生損;を Table 8 Iζぶしたの 混合同jj\区とも対照じくJと比べ CO2

笥が多い傾 IÎJJ をあらわした υ 量 0) 訂fJ 子tでは Fig. 15 !C しめすように活性炭区が肢も生長がよくつい

で樹皮炭阪であ l た υ

百 5. 神奈川県

スギ造林植栽時における木炭混合施用試験(什l久)1寸:Iqイ j f;':c!li!J fllJ芯制1 l(1J:l山)

者f主!巴央 i!l _i;.UJ今のノ九Ì!liノ川J~ 1 kg をH主任および己記さ 40~.45 CIn の 1 六の中でこ土と泌イ干して， その i 古 i がJ

20 仁 111 I~'と山つらをもどし制決した。 6 つの以級以討に 28 本;の 2 ;1 三三 ilIiUx ò'i約 40cm を 2 刈 lこ]貞上までロ l'

168 木を附干Ii 49 5 刀 lと十li1付したョ

結;rJ:は Table 9 1，こしめj ように山ろくのノゲが CO2 J'{\!t益が;多く，山J貞の )jが少なかった。また 3 炭M

別で，~，j: ，引に出!え炭[文が多かった。

ヴ民謡も Fig. 16 にノドすように市 UJ足以， IMI川え|ズが)cさい給公をえた c

四まとめ

以上の粘:\kからdくのようなことが判別した。

1. !jif外における J ‘じよう I1 1の CO2 Î.WJどには事検知色点どとil;は的立tで夫nlりがあると判断された。

2. 育 !Yî ，および(r'f tiHぷ験でド炭胞川区は対照lメ lこ i七/'( CO2 発立誌が多く， 台JtYi;'j忠良ií'l九?六本民p

{百円:炭，恥JJ.!え))之 2 ゴム出炭，針iJd炭，対日(41ぷの!，U'{ Iこ減少した。玄 fこ #t~JT:-(iP地での予備的J);験の粘*し同様

に木炭ßlÞJfJ l交はじO2 先生置が多かった。

3. 的不生産を台、 fJl試験の {r占栄 ii ， /{;i)z}J包川区が対j1，任|送より出ι:j と似 ;d100)!ヒえがよく，副書うもよかっ

fこ。

4. j寄拒E床試験において本i:A: l血川区 ti/j:}主本主主と後良Tflが多い傾向をしめした。

5, IE粘 L じ山うのように湿J、Y的↑の劣った.::l:.L:; è; うでのずì 1'F'i i 主 ~Jょにあたっては，木炭施mは l'lì木!t

長を促進する効呆をもつように);_Llわれた υ
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6. したがって本試験の施周範間内においては， CO2 発生霊が多いところは育前成績もよい結果が得ら

れたと考えられ，それが木炭施用の効果によるものと考えられた。

7. なお木炭施用が土じようの性質および微生物にあたえる影響と樹木生長の関係については，今後検

討を加える必要がある。
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Studies on Utilization of Charcoal for Agriculture and Forestry 

Behavior of carbon di偆ide in the soil treated with ch晶rcoal

Genji UNRININ(1) and Ginji SUGIURA'21 

Summary 

一 23 _. 

For the purpose of utilization of forest and mill residue, the charcoal carbonized from the 

r色白idue. in general, h呂s high content of ash , and further, is not used for high grade purposes. 

lf the charcoal is applied for a soil conditioncr, the soil secms to be changed in physical and 

ch巴mic品1 properti巴s ， and a180 improv巴d in microbial environmcnt. 

This study c1eaJt 、;vith investigation of influen仁巴 of the chaτcoal applicd to various so�1s in 

nurs巴ry or plantation ar巴乱 of forest OD carbon dioxid巴 in the soi1 and growth of scedling. The 

carbon dioxide in this study was measured by using gas detector tub色 as a relativ巴 index.

A carbon dioxide is generally generated in 乱 soil ， but it does not always occur in constant 

ratc. It i8 formed abundantly after rainfall or cultivation and a1so changed by w開ther or 

time elasped within a day.γhe generation of a carbon dioxide s配ms to be caused by mト

crobial decomposition of an organic matter and respiration of root. Therefore, the environ司

mental behavior in the soi1 can be seen by measuring of genむration of the carbon dioxide in 

the soiL 

1n this study, the c且rbon dioxide in the v且rious soi1s treated with or without the charcoals 

have been measu日d for six years‘ Consequ巴ntly， the charcoal廿田tcd soils showe"ﾌ more 

C旦rbon dioxid巴 production and growth of se正~dling than those of ul1treated soil 雪 As there are 

many problems t口 be solved, how巴V記r， further works are IIεeded in detail. 
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